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2018/05/14 15:00＠アルカディア市ヶ谷 


BIM ライブラリーコンソーシアム第 12 回運用部会 


 


出席者：  山本 榊原 


大森     ○○ 


     ○○（後から） 


田中     ○○（発言あり） 


○○     ○○↑ 


事務局： 寺本 渋田 山中 池田 


 


事務局渋田紹介 


・前回議事録確認 


・定時総会 


各部会長＋日本郵政土田氏でパネルディスカッション 


JAFMA に 30 名枠で出席打診 


UR 建物所有社に何社か打診 


 


・第 2 号議案 


受益者負担＞費用負担の方針 


 スケジュールを説明 


 設備部会エネルギーの部分は未確定な部分もあり 


 来年度より試行モニタリング 


・第 4 号議案 


BLC標準の取扱について 


知的財産権の取扱 


確定手順、4つのステップ 


 


質問・修正？ 


 2 号議案「受益者負担」は「費用負担の検討も含む」 


 ｐ104 素案＞案 


 


関係団体と各規約の位置づけ 


 建築部会、設備部会と認識は共有しているか？ 


 →9 月合同部会にてメカニズムは説明。 


  部会長なので各会員に行き渡ってはいない 


  報告書の段階で周知となる 







 


 


 


p108 第一条-4 


1－4） 知的財産権の定義は不要（大森） 


9―ホ） 法令などに反する行為 


9―ハ） 故意を立件することは難しい 検討が必要 過失を含めてもよいのでは 


 


全般 および＝及び 共通（山本） 


 


2－2） アカウント 責任者の管理下におく 当法人は知らなくてもよいのか（大森） 


2－4） あえて知らせる人はいるのか 利用料金かかる？ 


 義務とするか、そのままにしておくと自動的に権利が続くことはやめた方がよい 


 一定期間後は再申し込みが必要とするか 


 有料・無料とも関係する 


 管理は自ずからするようにしないと 


多数による負荷を懸念した項目ともおもう（右 3） 


 運用細則を作るなら「1年間使用しないときは消す」 


無料から有料への移行は最初から明記しなければならない 


回数により有料にすることは可能 


ビジネスモデルと関係する（寺本） 


 試行期間は無料など 


 →試行期間の明記が必要（大森） 


 有料だとデータに関する責任も出てくる 


利用者は事業者に限るといえる（一般消費者を外す） 


 学生は研究のために使用できる 


2 次 3次利用は責任をとらないとした方がよいかも（榊原） 


（案）→（検討中）（大森） 


 


 


次回：9/20  
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BIMライブラリーコンソーシアム 


第１２回 運用部会 議事次第 


 


 


日時：平成 30年 5月 14日(月)15:00～16:30 


場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）   


 


１．開会 


 


２．議事 


（１）第 11回運用部会（3/19）議事録（案）確認 


 


（２）BIMライブラリーコンソーシアム平成 30年度第 1回定時総会(5/21) 


・第 2号議案「平成 30年度業務方針及び業務計画（案）」について 


・第 4号議案「BLC BIMオブジェクト標準の取り扱い（案）」について 


 


（３）BIMライブラリーコンソーシアム平成 29年度活動報告 


・運用部会の活動報告の確認 


 


（４）BIMオブジェクト基本規約事項（案） 


・基本規約事項（案）変更点について 


 


３．その他 


・今年度の部会開催スケジュールについて 


 


 


・会議資料一覧 


資料 運 12-1 第 12回運用部会議事次第 


資料 運 12-2 第 11回運用部会議事録（案） 


資料 運 12-3 BIMライブラリーコンソーシアム平成 30年度第 1回定時総会案内 


資料 運 12-4 BIMライブラリーコンソーシアム平成 30年度第 1回定時総会資料 抜粋 


資料 運 12-5 BIMライブラリーコンソーシアム平成 29年度活動報告 抜粋 


資料 運 12-6 基本規約事項 変更点一覧表 


資料 運 12-7 平成 30年度開催スケジュール（案） 


 


 


・次回 


日 時：平成 30年 9月＊＊日（＊）時間 ＊＊～＊＊ 


場 所：未定 
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第１１回 BIM ライブラリーコンソーシアム・運用部会議事録（案） 


 


日 時 ： 平成 30 年 3 月 19 日（月） 10:00～12:00 


場 所 ： 四谷・CST：㈱コンピュータシステム研究所 GSA 事業部 会議室 


出席者 ： 14 名 


 


第１１回運用部会参加者リスト     


首都大学東京 山本 康友 ○ (一社)buildingSMART Japan 榊原 克巳 ○ 


(一社)buildingSMART Japan 山下 純一  (株)CAD ネットワークサービス 南谷 親良  


(一財)建築保全センター 寺本 英治 ○ (株)CAD ネットワークサービス 増田 甲介  


大森法律事務所 大森 文彦 ○ (有組)C-PES 研究会 安孫子義彦  


(株)大塚商会 水野 一哉  (株)ＣＰＣ 宮田 信彦  


河村電器産業(株) 榎 寿哲  (株)安井ファシリティーズ 飯島 憲一  


グラフィソフトジャパン(株) ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ  (株)安井ファシリティーズ 繁戸 和幸  


グラフィソフトジャパン(株) 平野 雅之  凸版印刷㈱ 馬地 宏一  


(一財)建設業振興基金 帆足 弘治  大日本印刷㈱ 田崎 誠  


(株)構造計画研究所 緒方 翼  大日本印刷㈱ 吉田 集  


(株)構造計画研究所 鎌田丈史  応用技術(株) 近藤伸一  


鹿島建設(株) 安井 好広  (株)CAD ネットワークサービス 清橋 裕 ○ 


(地法)日本下水道事業団 金澤純太郎  (株)CAD ネットワークサービス 佐久間かおる ○ 


(地法)日本下水道事業団 新井 知明  （一財）日本建設情報総合センター 高津 知司  


日本メックス(株) 野口 順二 ○ (公社)日本建築家協会 藤沼 傑  


（株）中電工 宮川 久  (公社)日本建築士連合会 木村 行道  


（株）中電工 田中 佑樹 ○ (公社)ロングライフビル推進協会 鈴木 昌治  


日比谷総合設備（株） 下田中龍宏  (公社)ロングライフビル推進協会 高倉 智志 ○ 


(株)キャディアン 笠原 靖子  （国研開）建築研究所 高橋 暁  


(株)キャディアン 山﨑 裕子  （国研開）建築研究所 武藤 正樹  


(株)キャディアン 中野 健成  (公社)日本建築積算協会 森谷 靖彦 ○ 


(株)キャディアン 植松良太     


野原ホールディング㈱ 能勢平太郎 ○    


   (一財)建築保全ンター 池田 雅和 ○ 


   (一財)建築保全センター 水澤 久夫 ○ 


   (一財)建築保全センター 山中 隆 ○ 
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配布資料一覧 


【資料 運 11-1 第 11回運用部会議事次第】 


【資料 運 11-2 第 10回運用部会議事録（案）】 


【資料 運 11-3 基本規約事項への整理と関係者間の契約イメージ】 


【資料 運 11-4 基本規約事項（案）と 4つの契約書（案）について】 


【資料 運 11-5 基本規約事項（案）03192018】 


【資料 運 11-6 BIMオブジェクト利用規約（案）その２ 03192018】 


【資料 運 11-7 BIMオブジェクト作成・利用契約（案）その２ 03192018】 


【資料 運 11-8 BIMオブジェクト提供契約（案）その２ 03192018】 


【資料 運 11-9 BIM ライブラリー構築・運用契約（案）その２ 03192018】 


【参考資料】BIM ライブラリーコンソーシアム平成 30年度 第１回定時総会開催のお知らせ 


 


議事（１） 前回議事録確認 （BLC 事務局/水澤） 


・【資料 運 11-2】11/13 第 10 回議事録の読み合わせ確認を行った。 


 


議事（２） BLC 入会企業の紹介 


・日東工業株式会社（11/23）設備部会 


・日立アプライアンス株式会社（12/19）設備部会 


 


議事（３） 基本規約事項への整理と関係者間のイメージについて 


【資料 運 11-3 基本規約事項への整理と関係者間の契約イメージ】を利用して説明 


基本規約事項（案）作成の趣旨 


4 つの規約で共通して記載されている事項、もしくは共通して記載されていないが適用すべき事項


等から「共通基本項目」と、それぞれの契約者間で異なる「個別項目」に分けられるのではないか、とい


う事務局提案である。 


Q.どういう形で、だれに共用させるのか？ 


⇒「基本規約と個別規約」で一つの規約にする。 


 


【資料 運 11-4 基本規約事項（案）と 4 つの契約書（案）について】を利用して説明 


4 つの規約案の各項目につて横並びにし、同じ内容は同じ行、異なる内容では異なる行、記


載の無い項目は空欄とした表。これを基に、共通項目事項と必要項目事項を取り出し、基本規


約事項を作成。 
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【資料 運 11-5 基本規約事項（案）03192018】を利用して説明 


１．定義から１９．裁判管轄まで紹介 


 基本規約事項(案)全体について 


・それぞれの条項（1～19）が、共通項目として選んでよいのか吟味が必要。 


Web サイト事業者のみが行う事柄（例えばデータ消去、アクセス監視、データバックアップなど）も


基本規約事項に入っている。抜いたほうが良いのでは？言葉の矛盾がないかも調べる。 


・「データ」と「データー」の表記が混在。⇒「データ」に統一する。 


・BIMの文字、全角と半角があり。⇒半角に統一する。 


・当法人で記載しているが、途中（P3あたり）から本法人の記載になっている。⇒当法人に修正。 


Q.甲といわず、当法人とした理由は何でしょうか？ 


⇒基本規約事項ではなるべく具体的な名前・組織・団体名を表記する。乙は誤り。 


 


 基本規約事項(案)各条項について 


頭書き 


乙の定義として、利用する企業、団体、教育機関が記述されているが、そのほかにオブジェクト提


供者、Webサイト事業者など明記するか、あるいは関係者という言葉にするのか要検討事項である。 


 


１．定義 


言葉の定義と活動の定義とライブラリーの機能の定義が混在している。 


１）「～建築向け製品の製造会社または BIM ソフトウェアのベンダーから提供されるもの、BIM ライ


ブラリーコンソーシアムで～」 


「または」「もしくは」の整理 


⇒「～建築向け製品の製造会社もしくは BIM ソフトウェアのベンダーから提供されるもの、また


は BIM ライブラリーコンソーシアムで～」 とする。 


３）「～データーである。一般に BIMオブジェクトを含んでいる。」 


「一般に～含んでいる」という言葉だと、「BIM オブジェクトを含んでいない BIM データ」もあり、か


つ両方を意味する事ですか？⇒含んでいない BIMデータもあるという意味。 


それならば「BIM オブジェクトを含んでいる場合もあれば、BIM オブジェクトを含んでいない場合


もある。」とする。さらに、その両者で取り扱いが異なるならば、「BIM データ」の定義を「BIM データ


①」と「BIMデータ②」の様に 2つに分ける必要がある。 


 


２．アカウント 


２）「ようにする義務を負う。」⇒「～よう適切な処理をする。」 


 


３．利用の範囲 


「１）～使用することができる。」と「２）～コピーすることができる。」 
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使用するとコピーするの言葉、両者の関係を明確にする事。 


 


４．使用許諾 


１）「～ユーザーが使用する事」を は ３．利用の範囲 での使用という事ですか？ 


 


７．データーの消去 


消去するまでのデータの保管期間はどの位を考えているのか？ 


 


９．アクセスの監視 


２）「～場合、または不明なユーザーが」 


不明とはアカウントを取っていないユーザーのことですか？ 


「～に対し、ユーザーが不正に更新」 


不正とは具体的にどのような概念か。適正なことを示し、それから異なるときには不正といえる。 


 


１０．Webサイトの定期点検とデータバックアップ 


「Webサイト」と「当Webサイト」の二つの言葉がある。同じものならばそろえるように。 


 


１３．禁止事項 


【資料 運 11-4】の BIM オブジェクト利用規約（案）の中では利用する企業（乙）が契約を行い、そ


の企業（乙）内にいる使用者をユーザーと定義して、企業（乙）がそのユーザーに対しての禁止事項


を述べているので、本法人がユーザーに対して禁止事項を述べているのではない。 


契約相手は企業（会社）であり、ユーザーは利用者個人であり、契約相手ではない。 


 


ロ）「～BIMオブジェクトを、無断で別途立ち上げて、」と「～無償で提供する行為」 


２つの内容を述べている。本項で二つをいわないか、あるいは両方禁止事項ならばつなげるという


事で＜または orおよび＞と入れた方が良い。 


無断で別途何を立ち上げるのかを明記した方が良い。決まっていることに対して、許可なく勝手に


やることは無断。正であることの基準を示し、それに合わないのが不正である。 


⇒「当法人の許可なく行ってはいけない」「行うときには当法人の書面により許可を得て」な


どが考えられる。 


 


１４．免責 


２）「～使用する際に注意を払って使うものとする。」 


どういう注意か具体的に示さないとわからない。 


「～不適切であった場合も、当法人は乙および乙から BIM データの提供を受けた第三者に対し


ても、乙は甲に対し責任を問わない。」 


主語が２つあり、関係が不明確である。意味をはっきりさせる。 
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 登録商標について 


「BIM オブジェクト」という言葉は、スウェーデンの BIMobject®社は社名を商標登録している。後


程問題にならないか検討が必要。 


ベンダーでは自社の開発では例えば BIM オブジェクトオブジェクトという事がある。（略して BO


オブジェクト）あるいは複数形として BIM オブジェクツと表現してるのもある。メーカーによっては、写


真データ等オブジェクト系でない形で提供しているところもある。BIM 情報という広い意味でとらえる


のも一考である。 


規約の中で、「BIMデータ」という言葉も出てくる。言葉の整理が必要と思われる。 


BIM メーカー、Autodesk 社、Graphisoft 社等はオブジェクトという言葉を利用しているか？


BIM オブジェクト社がどのような言葉あるいは字体あるいは意匠としても登録をしているのかを調べ


る。国内でも登録をされているのか調べる。 


 


 定型約款について 


１６．規約の変更 


2020年 4月の民法の改正で＜定型約款＞という条項が入る。不特定の相手に行う取引。 


今回の基本規約事項が＜定型約款＞にあたると不公平なものはすべて無効になる。合理性があれ


ばよいが、裁判をして負けるような情報事柄はダメ。合理的かつ公平に条文の作成が必要となる。 


この規約が＜定型約款＞にあたるのかは議論の余地があるが、不特定多数が相手であるため、当


てはまるという前提で考えたほうが良い。 


変更が発生する時期を定めて周知し、周知ができた段階で初めて有効である。 


 


１７．損害賠償 


同上 


BLC 側が、被害にあった時には相手方に損害賠償を請求するが、BLC 側が相手側に被害を与


えた時には損害賠償を受けないというのは不平等であり、規約として成り立たないのではないか？関


係者をどのように入れるか、表現の検討が必要と思う。 


 


 基本規約事項の位置づけについて 


 基本規約の事項が、それぞれの契約の中に入っているのかそれぞれの契約で確認が必要。 


4つの契約から基本規約事項に持ってくる理由と持ってこない理由とを明確にする。 


例： ４．提供準備を入れない理由⇒BIMオブジェクト提供者との個別契約であるため。 


２．アカウントを入れる理由⇒利用者共通概念であるため。 


 従来の 4 つの契約文章から基本規約の事項にしたとき、広がった関係者の表現が入っているのか


確認が必要。契約になったとき相手が明記されているかの確認が必要。 


 一本の契約の中に、基本規約事項（共通）と異なる特記項目事項（個別）があるイメージを考える。 







 


 


第 11 回 BIM ライブラリーコンソーシアム運用部会議事録（案） 


6 


例えば組み合わせは 


基本規約事項＋利用規約 


基本規約事項＋作成・利用契約 


基本規約事項＋提供契約 


基本規約事項＋構築・運用契約 


 基本規約の「乙」と、利用規約での「乙」は異なり、その他の組織も出てくる。しかし「基本規約事項


での頭書きで守ることとする」というのを入れ込むとすると、両者の関係はどのようになるのか疑問が


出てくる。 


 例えば利用規約【資料運 11-6 BIM オブジェクト利用規約（案）その２ 03192018】に入れ込むと


すると、なお書き文章を頭に持ってきて、「～BIM ライブラリーを利用する企業、団体、教育機関は


平成＊年＊月＊日付け基本規約事項および以下の規約を守ること」とする。 


最後の仕上げの段階で特出しにするのか、あるいは作り上げて各契約書に同じ項目を入れ込んだ


形にするのか、BLC 内での検討項目と思う。必ずしも別立てにすることもない。その時にも頭書き


は使用できない。 


基本規約事項と個別事項にしてそれの組み合わせとし、頭書きに基本規約事項と個別事項を守る


というように記入する。基本規約事項の中で、「個別事項については相手によって付記することがあ


り得る」という事も記入する。 


 1本の契約で行くのが共通認識とする。 


どの項目を共通項目にしたら良いか、引き続き検討をする。表現、文章化。 


 


 基本規約事項（案）以外の契約について 


【資料 運 11-6】、【資料 運 11-7】、【資料 運 11-8】、【資料 運 11-9】は、最初の 4 つの規約・契約


の中で基本規約事項に入ってこなかった項目のみをピックアップしてそれぞれで並べたもの。特約


事項の項目になるので、これからブラッシュアップしていく。 


 


 その他質疑 


規約の基本が見えてきた。しかし、BIM ライブラリーをどのように運営していくかが未だ見えていな


い項目があり、仮定の項目がある。 


BIM ライブラリー協議会は、設立時には法人化を考えている。ライブラリーをどのように運用する


のか、まだ未決定事項があり織り込んでいない。Web サイトの内容、メニュー等の規定はまだ入れて


いない。これからである。 


Q．BIM ライブラリーの完成時期はいつ頃ですか？ 


⇒平成 30年度末には完成を目指します。 
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 連絡事項 


 【参考資料】定時総会の案内 5月 21日（月）午後 


 


 来期の運用部会のスケジュールは、まずは 5/14 を候補とし、その時に年間のスケジュール等を決


めていく。 


 


 国土交通省技術調査課に BLC の動きを報告した。I-Constraction(CIM)の方でもライブラリーの


作成検討をスタート。 


 


次回 日時 ：（仮）平成 30年 5月 14日（月）15：00～16：30 


場所 ：（仮）アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室 








 


BLC平成 30年度第 1回定時総会案内 


◆◆◆◆◆◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 


ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム平成 30 年度 第 1 回定時総会開催のお知らせ（案） 


開催日：平成 30 年 5月 21 日（月） 


━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆◆◆◆◆◆ 


会員各位 


拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 


さて、この度下記のとおりＢＩＭライブラリ－コンソ－シアムの平成 30 年度第 1 回定時総会を開催いたします。 


 ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご出席いただきますようご案内申し上げます。 


また総会、シンポジウム後、別会場にて交流会を行います。皆様のご出席をお待ちしております。 


なお、定時総会そして交流会の出欠席につきましては、別添用紙にて事務局宛お申込みいただきますよう併せて 


お願い申し上げます。 


また、正会員、特別会員共お二人以上のご参加が可能ですので、複数名ご参加を希望する会員様につきましては、 


参加申込書の同伴者のところにご記入いただき、お申し込みくださますよう重ねてお願い申し上げます。 


敬具 


記 


【平成 30年度 第 1回定時総会】 


[日時] ：平成 30 年 5 月 21 日（月） 14：00～15：00（受付 13：30 より） 


[場所]  ：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール・・・別添の案内図参照 


      東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5号館 1F 


   [式次第]： 


１． 開会 


２． 来賓あいさつ 


３． 議長選出 


４. BIM ライブラリーコンソーシアム代表挨拶 


５．議事録署名人の選出 


６．議事 


  1）平成 29 年度活動報告 


  2）審議事項 


          第 1 号議案：平成 29 年度 決算（案） 


第 2号議案：平成 30 年度 業務方針及び業務計画（案） 


第 3号議案：平成 30 年度 予算（案） 


第 4号議案：BLC BIM オブジェクト標準(BLC 標準）の取り扱い（案） 


    ７．閉会 


 


 


 


 ＜ 休  憩 ＞ 
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BLC平成 30年度第 1回定時総会案内 


【シンポジウム】 


   [時間]   ：15：30～17：30 


[タイトル] ：『維持管理・FM 段階での BIM 活用に向けて －今後の活動の視点から』 


   


  ・ご発表 


    日本郵政株式会社    土田 真一郎様 


 


  ・討論 


    パネリスト 


日本郵政株式会社   土田 真一郎 


   在り方部会長    安田 幸一  東京工業大学大学院教授 


    建築部会長      志手 一哉  芝浦工業大学教授 


    設備部会長      一ノ瀬 雅之 首都大学東京准教授 


    運用部会長      山本 康友  首都大学東京客員教授 


コーディネータ   寺本 英治  BLC 事務局長/保全技術研究所長 


【シンポジウム趣旨】 


    BIM は本来、建築物のライフサイクルにわたって活用されることを目標として開発され、また維持管理・FM


段階でより大きな効果を生じると認識されており、現在 BIM の技術開発もこの領域に注目しています。シン


ポジウムでは、このテーマについて、どのような視点が必要であり、またどのような取り組みが行われてい


るかを紹介していただき、その後 BIM ライブラリーコンソーシアムの各部会長を交えて意見交換を行い、こ


のテーマへの認識を深めることを予定しています。 


 


【総会終了後、別会場にて交流会】  


[時間]：17：45～19：00  


   [場所]：上海国際ビル 2 階会議室（建築保全センターの隣のビルです）・・・案内図参照 


        東京都中央区新川 1-24-12 


[交流会参加費]：3,000 円／人（予定） 


申込方法は別添用紙にて 5月 16 日(水)までに（厳守）、FAX もしくはメールにてお申込みください。 


申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局     


                 担当：池田、山中、水澤 


       bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


 


 


 


 


 


 







 


BLC平成 30年度第 1回定時総会案内 


【案内図】 


 


[総会]：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール 


        東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5 号館 1F 


          http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01 


[最寄駅]： 東京メトロ 「茅場町駅」 東西線  3 番出口 徒歩 10 分 


日比谷線  1 番出口 徒歩 8分 


JR 京葉線 「八丁堀駅」 B4 番出口 徒歩 8 分  


     （交流会）：上海国際ビル 2 階会議室（建築保全センターの隣のビルです） 


           東京都中央区新川 1-24-12 


  



http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01





 


BLC平成 30年度第 1回定時総会案内 


BIM ライブラリーコンソーシアム事務局宛 


≪ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム≫平成 30年度 第 1回定時総会 参加申込書 


 


総会出欠席 及び 交流会出欠席 


 


     □総会出席    □総会欠席 


              総会欠席の会社様は委任状の提出をお願いします。 


            ＜委 任 状＞ 


                □平成 30 年度第 1回定時総会における議決権行使に関わる 


一切の権限を議長に委任します。 


                   □正会員     □特別会員 


 


             企業名・団体名：                            


 


所属：                 電話番号：               


 


氏名：                  


 


Ｅ－ｍａｉｌ：                              


 


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者① 


所属：                 電話番号：              


氏名：                    


交 流 会：  □参加   □不参加 


同伴者② 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 


同伴者③ 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 


                                                       


申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局 


                           担当：池田、山中、水澤 


bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


（正会員、特別会員、各位用） 
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第 2号議案 平成 30年度 業務方針及び業務計画（案）   


 


平成 30年度 業務方針及び業務計画（案）について、以下のとおり提出する。   


 


1. 業務方針 


(a)概要 


平成 30 年度はコンソーシアム設立から 4 年目にあたり、ライブラリーの構築に取り組む年度であ


る。このため、コンソーシアムの設立趣旨、建設業界の ICT 化の動向を踏まえ、前年度までに概成し


た BLC BIMオブジェクト標準(以下「BLC標準」という。)の確定・公表、BIMライブラリー構築条


件の整理・確定等を行う。 


具体的には、前年度の BIMライブラリー構築・運営のビジネスモデルの確定と具体化、BLC標準の


関係者での確定プロセスと著作権を含む知的財産権の取り扱いの合意と公表、BIM ライブラリーの運


用に必要な著作権、契約、その他必要な規則類を確定すること等がある。 


また Stem試行サイトを活用し、新たに構築する BIMライブラリーの画面設計の試行、BLC標準に


基づく BIMオブジェクトの試行的作成等を行う。 


さらに関係団体、今後想定されるユーザー、メーカー等に幅広く情報発信をすることが重要である。 


以上を整理し、次の４項目を重点項目とする。 


・BLC標準の関係者での合意のもと、確定、公表を行う。 


・ビジネスモデルの検討を整理し、受益者負担の原則による効率的な BIMライブラリーを構築する。 


・運用に必要な著作権、契約、その他必要な規則類を確定する。 


・関係団体、ユーザー、メーカー等に幅広く情報発信をする。 


 


(b)検討すべき論点 


  検討すべき論点を以下に示す。 


a. BIM ライブラリーの在り方に関する論点 


ビジネスモデルの整理・確定が最も大きな論点である。また年度後半には、運用・維持管理段階に


必要な情報について検討を開始する。 


b. BLC 標準に関する論点 


BLC 標準作成の合意事項に沿って、前年度に概成された建築・設備のオブジェクト標準をユーザ


ー等の視点から最終的に確認し、確定することが重要である。このプロセスで、英国 NBSの BIM


オブジェクト標準、間もなく確定される ISO19650等の国際標準との整合が論点である。 


c. 運用ルールと著作権に関する論点 


前年度に作成された運用に関する 4つの規約を、民法改正（2020年予定）動向を踏まえ確定する。 


d. その他技術的事項 


形状を持たないものの取扱い、パラメトリックな製品の取扱い等は、BIM オブジェクトの実装化


の段階で検討するとともに、関係業界への説明を行う。 
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2. 業務計画 


(a)総会 


  5月に定時総会を開催するほか、BIMライブラリー構築着手前に臨時総会を開催する予定である。 


(b)運営委員会 


予算の作成、業務方針等の企画立案、コンソーシアムの運営等の活動に必要な決定を行う。 


(c)在り方部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、WGとともにビジネスモデルを確定する。また年度後半からは、


COBieに加えて、運用・維持管理段階に必要な情報の検討を行う。 


(d)建築部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、２つのWGとともに、建築系 BLC標準の確定・拡大を行う。


また一般社団法人 日本建設業連合会と共同で、仮設に関するオブジェクトの検討を行う。 


(e)設備部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、２つのWGとともに、設備系 BLC標準の確定・拡大を行う。


また年度後半は、運用エネルギーを中心に、運用・維持管理段階に必要な情報の検討を行う。 


(f)運用部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、規約検討WGとともに、BIMライブラリーの運用に関する規


約等を確定する。 


(g)事務局 


会員管理、経理等の実施、部会活動の計画・支援を行う。また BLC 標準の取扱い、Stem 試行サイ


トの活用のほか、会員、外部への情報発信を強化し、会員拡大に務める。 
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第 4号議案 BLC BIMオブジェクト標準(以下「BLC標準」という。) 


の取り扱い（案）   


 


BLC標準の取り扱いについて次のとおりとする。なお、BLC標準とは、標準及びそれを構成するす


べての文書、データを指す。 


 


1. BLC 標準の確定の手順について 


 


BLC 標準の確定は、以下の手順による。なお、BLC 標準は、①BLC の管理情報、② IFC(*1)に基づ


く情報項目、③NBS(*2)共通に基づく情報項目、④NBS データに相当する情報項目、⑤COBie(*3)に


基づく情報項目から構成される。日本の設計・調達・施工実態を考慮して作成された部分は、主に①、


④であり、基本的にはこの部分に関する意見を募集する。 


 


 


平成 30 年 7 月 


 


BLC 標準(素案)の説明会 


 


平成 30年 8月末 


 


BLC標準(案)を BLC会員及び公共・民間の発注組織、公共の研究組織に提示 


 


3 週間 


 


BLC 標準(案)に関する意見を募集 


 


平成 30 年 9 月末 


 


BLC 標準(案)を修正後、BLC 標準として確定 


(注) 


*1：IFCは ISO 16739に定める Industrial Foundation Classes を指す。 


*2：NBSは、英国の RIBA(王立建築家協会)の下部組織である National Building Specification(標準


仕様書協会)を指し、ここが BIMオブジェクト標準を作成している。 


*3：COBieは、Construction-Operations Building Information Exchangeを指し、完成段階の施設情


報を運用・維持管理に利用するための情報である。 


 


 


2. 確定後の BLC 標準に関する著作権を含む知的財産権の取り扱いについて 


 


(1) 著作権を含む知的財産権は、BLC 標準に準拠して作成された形状情報及び属性情報に関しては、提


供または作成したメーカー、ソフトウェアベンダー等に帰属し、BLC 標準のその他の部分に関して


は、BIM ライブラリーコンソーシアムに帰属するものとする。 


(2) BLC 標準に則って作成された BIM オブジェクトは、それを示すマークを BIM ライブラリーコンソ


ーシアムが付与する。 
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 (6)運用部会 


(a)活動概要 


オブジェクト標準作成の進捗に伴い、BIMオブジェクトやライブラリー全体におけるモニタリング体制のコ


スト検討とモニタリング項目について、オブジェクト作成時、受け入れ時、運用時、更新・変更時についての


各段階における問題点などの議論を行った。今後、詳細な内容を詰めていく予定である。 


同時並行で、 


①BIM オブジェクト利用規約（案）を作成し、利用者の範囲からの定義、アカウント、知的所有権の所在、


不具合データの修正・更新、禁止事項、免責、個人情報保護、損害賠償、裁判管轄などの項目についての議論


を重ねた。 


②BIMオブジェクト提供規約は、メーカーとベンダーについての規約を準備し、定義、提供準備、提供方法、


使用許諾、知的所有権の所在、検索履歴、不具合データの修正・更新、責任の範囲、契約解除、データ消去、


守秘義務、期間、裁判管轄などの案を作成した。 


③BIMライブラリ―構築・運用規約についても、定義、委託する業務と確認、報酬、管理者、ユーザー、ア


クセスの監視、知的所有権の所在、免責、サーバーのダウン対策、契約の解除、データの消去、守秘義務、期


間、裁判管轄などの素案を作成した。 


これらの各規約を相互比較し、照らし合わせていたところ、同じような項目が各規約に存在するため、基本


的な規約の案を定め、共通する内容の重複と錯誤を避けることにした。 


そのため、新たに基本規約事項を定め、各規約に共通する定義、アカウント、利用の範囲、利用状況の開示、


守秘義務、Webサイトの定期点検、知的所有権の所在、禁止事項、免責、損害賠償、規約の解除、データ消去、


裁判管轄などの案を作成し、議論を重ね、最終的な基本規約を確定した。 


さらに、基本規約事項が定まったことにより、今後、早急にBIMオブジェクト利用規約、BIMオブジェク


ト提供規約、BIMライブラリ―構築・運用規約の各規約を定める予定である。 


 


運用部会 第7回 


日時 平成29年5月8日（月）15:00～17:00 


場所 四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 


議事 (1)前回(11/15)議事録確認 


(2)オブジェクト標準作成に入るための合意事 項について 


(3)利用規約・提供契約について 


(4)BLC全体としての2017年度スケジュールと議論の進め方 


(5)平成29年度BLC運用部会の年度計画とスケジュール化 


運用部会 第8回 


日時 平成29年7月10日（月）15:00～17:00 


場所 四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 


議事 (1)第7回(5/8)議事録確認 


(2)BIMライブラリーコンソーシアム平成28年度活動報告（運用部会抜粋版）の概要説明 


(3)平成29年度 業務方針及び業務計画について 


(4)モニタリング体制のコスト検討と項目基準内容について 


運用部会 第9回 


日時 平成29年9月11日（月）15:00～17:00 


場所 四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 
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議事 (1)第8回(7/10)議事録確認 


(2)運用体制、コストについて（モニタリング項目案） 


(3)今後の進め方について（運用規約の検討、確定） 


運用部会 第10回 


日時 平成29年11月13日（月）15:00～17:00 


場所 四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 


議事 (1)第9回（9/11）議事録（案）確認 


(2)BLC合同部会（9/22,23）概要報告 


(3)BIMオブジェクト利用規約の修正について 


(4)BIMオブジェクト提供契約と、BIMオブジェクト作成・利用契約について 


(5)BIMライブラリー構築・運用契約（素案）について 


(6)基本規約への統合について 


運用部会コア会議 


日時 平成30年2月6日（火） 


場所 建築保全センター打ち合わせコーナー 


議事 (1)基本規約について 


(2)4つの契約について 


(3)今季の詰めについて 


運用部会コア会議 


日時 平成30年3月7日（水） 


場所 建築保全センター打ち合わせコーナー 


議事 (1)基本規約について 


(2)その他 


運用部会 第11回 


日時 平成30年3月19日（月）10:00～12:00 


場所 四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 


議事 (1)第10回（11/13）議事録（案）確認 


(2)基本規約事項への整理と関係者間のイメージについて 


(3)BIMオブジェクト基本規約事項（案）について 


 


(b)主要な成果、資料 


平成29年度運用部会では、BIMライブラリー協議会と関連事業者やユーザーとの関係を整理し、BIMライブラ


リー協議会がBIMライブラリーを利用する企業・団体・教育機関と結ぶ「BIMオブジェクト利用規約（案）」、BIM


オブジェクトを提供するベンダーと結ぶ「BIM ライブラリオブジェクト作成・利用契約（案）」、BIM オブジェク


トを提供するメーカーと結ぶ「BIMオブジェクト提供契約（案）」、BIMオブジェクトを提供するWebサイトの構


築・運用をする会社と結ぶ「BIMライブラリー構築・運用契約（案）」の4つの規約の素案を作成した。これらの


規約の位置づけを図1に示す。 


また、それぞれの契約に共通する条項を整理した「基本規約事項」について検討を行った。図2に基本規約事項


への整理と関係者間の契約のイメージを示す。 


次頁以降に「BIMオブジェクト利用規約（案）」、「BIMライブラリオブジェクト作成・利用契約（案）」、「BIM


オブジェクト提供契約（案）」、「BIMライブラリー構築・運用契約（案）」および「基本規約事項（案）」を記す。 
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図1：関係団体と各規約の位置づけ 


 


 


 


図2：基本規約事項への整理と関係者間の契約のイメージ  
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BIMオブジェクト利用規約（案） 


 


BIMライブラリーコンソーシアム（以下、甲という）が提供するBIMライブラリーを利用する企業、団体、教


育機関（以下、乙という）は以下の規約を守るものとする。 


 


第一条 定義 


１） BIMライブラリーは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部位（窓、ドア、照明器


など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）からなる個々のデジタル・オブジェクト（以下、BIMオブジェ


クトという）で構成される。 


２） 各BIMオブジェクトは、建築向け製品の製造会社またはBIMソフトウェアのベンダーから提供されるもの、


BIM ライブラリーコンソーシアムで計画され作成されたもの、その他からなる。設計者も自身の設計に合わ


せてオブジェクトを作成することがあるが、この利用規則では扱わない。 


３） BIMデータは、BIM関連のソフトウェアで作られるデータである。一般にBIMオブジェクトを含んでいる。 


４） 知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係する権利を含む。この利


用規則ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。 


５） ユーザーは、甲の提供する BIM ライブラリーを使用する乙の職員または乙の職域内にいる BIM 業務支援の


協力会社関係者を指す。 


 


第二条 アカウント 


１） 甲が提供するBIMライブラリー（以下、BIMライブラリーという）の利用開始にあたり、乙は甲に所定の事


項を届けた上でアカウント発行を要望するものとする。甲は乙より入手した所定事項を BIMライブラリー運


営上に必要な範囲でのみ使用するものとする。 


２） 乙は甲より発行されたアカウントを乙が決めた責任者の管理下におき、アカウントが不正使用されないように


する義務を負う。アカウントの発行をもって乙は利用規則を承諾したことになる。 


３） アカウントを使い、ユーザーは BIM ライブラリーに無償でアクセスし必要な BIM オブジェクトをダウンロ


ードできる。 


４） 乙が、BIMライブラリーを利用しなくなる際には、早急にアカウントの利用停止を甲に知らせるものとする。


甲はこの申し出により、当該アカウントを削除する。 


 


第三条 利用の範囲 


１） ユーザーは、BIMライブラリーから必要なBIMオブジェクトをダウンロードし、自身が作成するBIMデー


タ内で使用することができる。 


２） ユーザーはダウンロードしたBIMオブジェクトを自身の業務に必要な範囲に限りコピーすることができる。 


３） ユーザーは、BIM オブジェクトを甲に無断で修正して使用することはできない。ただし、パラメータ付きの


BIMオブジェクトでは、その許容されたパラメータ値を使用したBIMオブジェクトの利用は認められる。 


 


第四条 知的所有権の所在 


１） ユーザーは、BIM オブジェクトには著作権を含む知的財産権が甲または原データ提供者にあることを承知の


上で利用するものとする。 


２） ユーザーが、BIM オブジェクトを内包する BIM データを第三者に提供する際には、BIM オブジェクトの内


包事実と知的財産権の所在も合わせて第三者に確実に知らせるものとする。 
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第五条 不具合データの修正・更新 


１） 乙が BIM ライブラリーの BIM オブジェクトの内容に不適切な部分を見つけた際には、その事実を甲にすみ


やかに知らせるものとする。  


２） 甲は、甲自身または乙が見つけた BIMオブジェクトの不適切部分を検証し、修正が必要と判断した場合は、


その修正結果をもってBIMライブラリーを更新するものとする。 


３） BIM オブジェクトの原データの提供者が、その製造する製品の改廃などにより原データを修正した場合も、


甲は修正されたBIMオブジェクトの提供を受け更新するものとする。 


４） BIMライブラリーが更新された場合は、甲はその事実を乙に電子メールで知らせるものとする。 


 


第六条 禁止事項 


乙は、ユーザーが BIM ライブラリーに使用に際して以下の行為を行わないように合理的な措置をとるものとす


る。 


イ） データの無断改変・修正・コピーなど、知的財産権の侵害行為 


ロ） ダウンロードした複数のBIMオブジェクトを、無断で別途に立ち上げたサーバーを介して第三者に有償また


は無償で提供する行為 


ハ） 甲のBIMライブラリーのサーバーに対し、無断で不正なデータ、虚偽情報や不正なプログラムを書き込む行


為 


ニ） 甲または乙を誹謗中傷する行為 


ホ） 法律、条例などに反する行為 


ヘ） その他、公序良俗に反する行為 
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第七条 免責 


１） 甲は、サーバーやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事由でBIMライブラリーを乙が使


用できなった場合、これに起因して乙が被った被害に対し責任を負わない。 


２） 乙は、BIMオブジェクトを使用する際に注意を払って使うものとする。万一、BIMオブジェクトの内容が不


適切であった場合も、乙は甲に対し責任を問わない。 


 


第八条（個人情報） 


甲は、本件業務に関連して乙から入手した個人情報（個人情報保護法 2 条 1項に定められたものをいう。以下、


「個人情報」という）について、本契約の目的の範囲で取り扱うものとし、その他の目的には使用しない。 


 


第九条 規約の変更 


甲は、必要に応じ利用規則の修正を行うことができる。その修正の事実を乙に電子メールで知らせるものとする。 


 


第十条 損害賠償 


乙が BIM ライブラリーの使用に際し、甲に被害を与えたことが明らかな場合は、その損害を賠償するものとす


る。 


 


第十一条 協議 


１） 本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意をもって協議し、その問題


を解決する者とする。 


２） 前項の解決策によっては規約を変更し、乙にその旨を電子メールで知らせるものとする。 


 


第十二条（裁判管轄） 


本契約に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 
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BIMオブジェクト提供契約A（案）（主として対メーカー） 


 


一般社団法人BIMライブラリー協議会（仮称：以下、甲と称する）と〇〇株式会社（以下、乙と称する）は、乙


が作成したBIMオブジェクトを甲に提供するに際して以下の契約を結ぶものとする。 


 


第一条 定義 


１） BIMライブラリーは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部位（窓、ドア、照明器


など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）を表す個別のデジタルデータ（以下、BIMオブジェクトという）


で構成される。 


２） 各BIMオブジェクトは、建築向け製品の製造会社またはBIMソフトウェアのベンダーから提供されるもの、


BIM ライブラリーコンソーシアムで計画され作成されたもの、設計者が自社での利用のために作成したもの


などのうち、甲に提供されるものを指す。 


３） 知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係する権利を含む。この契


約ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。 


４） ユーザーは、甲の運営するBIMライブラリーに関して甲が使用許諾を与えた、会社や研究組織の職員、およ


び大学などの教育法人に属する教員およびその指導を受ける学生を指す。 


５） サーバーは、ユーザーがインターネットを介して BIMオブジェクトをアクセスできる機能を提供するコンピ


ュータ上の仕組みを指す。甲は、この仕組みを第三者のサーバー上に設定することがあるが、その場合も甲の


サーバーと称する。 


６） 検索とは、ユーザーがサーバー上でBIMオブジェクトを探す行為を指す。 


 


第二条 提供準備 


１） 乙は、自身の提供するBIMオブジェクトを甲の指定する形式に沿うように作成または修正するものとする。 


２） 乙は自身のBIMオブジェクトをユーザーが検索しやすくするため、甲の指定する形式に基づいた検索データ


をBIMオブジェクトとは別に作成するものとする。 


３） 甲は、乙の提供する予定のBIMオブジェクトが甲の指定する形式に合致しているかどうかをユーザーに提供


する前に検査する事ができ、その合否を乙に知らせるものとする。 


４） 前項に先立ち、乙は甲に対し、甲の検査方法を使って合否を自身で判定する手段を乙に提供する様に要望する


事ができる。 


５） 乙は、BIM オブジェクトまたは検索データを甲の指定する形式で作成する際に問題が生じ解決が難しい場合


は、その問題内容を明示し、可能であれば修正案も提示するものとする。 


第三条 提供方法 


乙は甲に対し BIM オブジェクトと検索データを提供するに際し、以下のどちらかの方法を取るものとし、甲に


その方法を知らせるものとする。 


１） BIMオブジェクトおよび検索データを甲に提供し、甲のサーバー上にどちらも置く。 


２） BIMオブジェクトは乙のサーバーにおき、検索データのみを甲のサーバー上に置く。この場合、乙のオブジェ


クトは甲のサーバーを経由して乙のサーバーからアクセスされる。 


 


第四条 使用許諾 


１） 乙は、乙の作成したBIMオブジェクトを、甲が運営するサーバーを介してユーザーが無償で使用する事を認


めるものとする。 
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２） 乙は、ユーザーが自身の受注した業務のために乙のBIMオブジェクトが含まれるBIMデータを作成し、当該


受注業務に関係する建築主、施工会社、施設管理会社などの第三者に渡す可能性があることを承知するものと


する。 


３） 乙は、甲が乙から提供を受けた BIMオブジェクトを乙の所有していないソフトウェアでも使用できる様に加


工して、新しいBIMオブジェクトを作成することがあることを認めるものとする。この場合、乙は加工し新


しく作成したBIMオブジェクトの検証を求めることができる。 


 


第五条 知的所有権の所在 


乙は、BIMオブジェクトに対し著作権を含む知的財産権が乙にある事を主張する際は、以下の方法を取るもの


とする。 


１） 甲にBIMオブジェクトを提供する際に、権利の所在を検索データに明示する。 


２） ユーザーが権利の所在を知るため、BIM オブジェクト内部にコメントを残す、必要に応じ乙のサーバー上に


明示する。 


３） 乙は、前条３項により甲が加工した BIMオブジェクトを作成した場合、甲に対して前２項のどちらかの権利


所在を含むように求めることができる。 


 


第六条 検索履歴 


甲は、乙からBIMオブジェクトの提供を受けた後は、〇ヶ月ごとに乙の提供するBIMオブジェクトに対する


検索履歴などのレポートを乙に提供するものとする。 


 


第七条 不具合データの修正・更新  


１） 甲または乙が BIM ライブラリーの BIM オブジェクトの内容に不適切な部分を見つけた際には、その事実を


乙または甲にすみやかに知らせるものとする。  


２） 甲または乙は、見つかったBIMオブジェクトの不適切部分を検証し、修正が必要と判断した場合は、その修


正結果をもってBIMライブラリーを更新するものとする。 


３） 乙が、その製造する製品の改廃などにより原データを修正した場合も、甲は修正された BIMオブジェクトの


提供を受け更新するものとする。 


 


第八条 責任範囲 


乙は甲に提供した BIM オブジェクトの瑕疵に起因して、ユーザーが損害を受けたとしても責任を負わない。ま


た甲もユーザーの損害に対する責任を負わない。甲は、ユーザーに対する規約にこの免責事項を含むものとする。 


 


第九条 契約の解除 


甲または乙は以下の事由に基づき本契約を解除できるものとする。 


１） 甲がBIMライブラリーの運営を断念し、その承継者が見つからない場合。 


２） 甲および乙が、本契約の続行が不可能と認める契約違反など、相当の事由がある場合。 


 


第十条 データの消去 


前条に基づき契約を解除した場合、甲は責任を持ってBIMライブラリーから乙のBIMオブジェクトを消去する


義務を負い、乙はその実施結果を確認するものとする。 
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第十一条 守秘義務 


甲および乙は、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た相手方の業務上の秘密を、本契約の有効期間および契


約解除後も第三者に漏らし、または利用してはならない。 


 


第十二条 期間 


本契約の有効期間は締結日より三年間とする。ただし、当該期間満了日の一ヶ月前までに相手方に対し書面によ


る通知が無い場合は、同一内容をもって期間を一年間延長するものとし、以降も同様とする。 


 


第十三条 協議 


本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意をもって協議し、その問題を


解決する者とする。 


 


第十四条（裁判管轄）  


本契約に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 


 


以上  
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BIMオブジェクト作成・利用契約B（案）（主として対ベンダー） 


 


一般社団法人BIMライブラリー協議会（仮称：以下、甲と称する）と〇〇株式会社（以下、乙と称する）は、乙


が作成したBIMオブジェクトを甲に提供するに際して以下の契約を結ぶものとする。 


 


第一条 定義  


１） BIMライブラリーは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部位（窓、ドア、照明器


など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）を表す個別のデジタルデータ（以下、BIMオブジェクトという）


で構成される。 


２） 各BIMオブジェクトは、建築向け製品の製造会社またはBIMソフトウェアのベンダーから提供されるもの、


BIM ライブラリーコンソーシアムで計画され作成されたもの、設計者が自社での利用のために作成したもの


などのうち、甲に提供されるものを指す。 


３） 知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係する権利を含む。この契


約ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。 


４） ユーザーは、甲の運営するBIMライブラリーに関して甲が使用許諾を与えた、会社や研究組織の職員、およ


び大学などの教育法人に属する教員およびその指導を受ける学生を指す。 


５） サーバーは、ユーザーがインターネットを介して BIMオブジェクトをアクセスできる機能を提供するコンピ


ュータ上の仕組みを指す。甲は、この仕組みを第三者のサーバー上に設定することがあるが、その場合も甲の


サーバーと称する。 


６） 検索とは、ユーザーがサーバー上でBIMオブジェクトを探す行為を指す。 


 


第二条 提供準備 


１） 乙は、自身のソフトウェアで使用できる BIMオブジェクトを甲の指定する形式に沿うように作成または修正


して提供するものとする。また、このBIMオブジェクトを自身のソフトウェアに組み込むこともできる。 


２） 乙は自身のBIMオブジェクトをユーザーが検索しやすくするため、甲の指定する形式に基づいた検索データ


をBIMオブジェクトとは別に作成するものとする。 


３） 乙は、甲が所有するBIMオブジェクトの検査ソフトを使って、作成または修正したBIMオブジェクトを検査


するものとする。 


４） 乙は、BIM オブジェクトまたは検索データを甲の指定する形式で作成する際に問題が生じ解決が難しい場合


は、その問題内容を明示し、可能であれば修正案も提示するものとする。 
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第三条 提供方法 


乙は甲に対し BIM オブジェクトと検索データを提供するに際し、以下のどちらかの方法を取るものとし、甲に


その方法を知らせるものとする。 


１） BIMオブジェクトおよび検索データを甲に提供し、甲のサーバー上にどちらも置く。 


２） BIMオブジェクトは乙のサーバーにおき、検索データのみを甲のサーバー上に置く。この場合、乙のオブジェ


クトは甲のサーバーを経由して乙のサーバーからアクセスされる。 


 


第四条 使用許諾 


１） 乙は、乙の作成したBIMオブジェクトを、甲が運営するサーバーを介してユーザーが無償で使用する事を認


めるものとする。 


２） 乙は、ユーザーが自身の受注した業務のために乙のBIMオブジェクトが含まれるBIMデータを作成し、当該


受注業務に関係する建築主、施工会社、施設管理会社などの第三者に渡す可能性があることを承知するものと


する。 


３） 乙は、甲が乙から提供を受けた BIMオブジェクトを乙の所有していないソフトウェアでも使用できる様に加


工して、新しいBIMオブジェクトを作成することがあることを認めるものとする。この場合、乙は加工し新


しく作成したBIMオブジェクトの検証を求めることができる。 


 


第五条 知的所有権の所在 


乙は、BIMオブジェクトに対し著作権を含む知的財産権が乙にある事を主張する際は、以下の方法を取るもの


とする。 


１） 甲にBIMオブジェクトを提供する際に、権利の所在を検索データに明示する。 


２） ユーザーが権利の所在を知るため、BIM オブジェクト内部にコメントを残す、必要に応じ乙のサーバー上に


明示する。 


３） 乙は、前条３項により甲が加工した BIMオブジェクトを作成した場合、甲に対して前２項のどちらかの権利


所在を含むように求めることができる。 


 


第六条 検索履歴 


甲は、乙からBIMオブジェクトの提供を受けた後は、〇ヶ月ごとに乙の提供するBIMオブジェクトに対する


検索履歴などのレポートを乙に提供するものとする。 


 


第七条 不具合データの修正・更新 


１） 甲または乙が BIM ライブラリーの BIM オブジェクトの内容に不適切な部分を見つけた際には、その事実を


乙または甲にすみやかに知らせるものとする。  


２） 甲または乙は、見つかったBIMオブジェクトの不適切部分を検証し、修正が必要と判断した場合は、その修


正結果をもってBIMライブラリーを更新するものとする。 


３） 乙が、その製造する製品の改廃などにより原データを修正した場合も、甲は修正された BIMオブジェクトの


提供を受け更新するものとする。 


 


第八条 責任範囲 


乙は甲に提供した BIM オブジェクトの瑕疵に起因して、ユーザーが損害を受けたとしても責任を負わない。ま


た甲もユーザーの損害に対する責任を負わない。甲は、ユーザーに対する規約にこの免責事項を含むものとする。 
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第九条 契約の解除 


甲または乙は以下の事由に基づき本契約を解除できるものとする。 


１） 甲がBIMライブラリーの運営を断念し、その承継者が見つからない場合。 


２） 甲および乙が、本契約の続行が不可能と認める契約違反など、相当の事由がある場合。 


 


第十条 データの消去 


前条に基づき契約を解除した場合、乙の BIM オブジェクトのどのデータを消去するかを甲と相談するものとす


る。消去する場合、甲は責任を持ってBIMライブラリーから該当する乙のBIMオブジェクトを消去する義務を負


い、乙はその実施結果を確認するものとする。 


 


第十一条 守秘義務 


甲および乙は、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た相手方の業務上の秘密を、本契約の有効期間および契


約解除後も第三者に漏らし、または利用してはならない。 


 


第十二条 期間 


本契約の有効期間は締結日より三年間とする。ただし、当該期間満了日の一ヶ月前までに相手方に対し書面によ


る通知が無い場合は、同一内容をもって期間を一年間延長するものとし、以降も同様とする。 


 


第十三条 協議 


本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意をもって協議し、その問題を


解決する者とする。 


 


第十四条（裁判管轄）  


本契約に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 


以上  
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BIMライブラリー構築・運用契約（素案） 


 


一般社団法人BIMライブラリー協議会（仮称：以下、甲と称する）と〇〇株式会社（以下、乙と称する）は、甲


が BIM オブジェクトを乙のサーバーを経由してユーザーへ提供するにあたり、甲が乙に委託する業務に関して、


以下の契約を結ぶものとする。 


 


第一条 定義 


１） BIMライブラリーは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部位（窓、ドア、照明器


など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）を表す個別のデジタルデータ（以下、BIMオブジェクトという）


で構成される。 


２） 各BIMオブジェクトは、建築向け製品の製造会社またはBIMソフトウェアのベンダーから提供されるもの、


BIM ライブラリーコンソーシアムで計画され作成されたもの、設計者が自社での利用のために作成したもの


などのうち、甲の指示に基づき乙に提供されるものを指す。 


３） 知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係する権利を含む。この契


約ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。 


４） ユーザーは、乙のサーバーを使って BIMライブラリーをアクセスする事に関して甲が使用許諾を与えた、会


社や研究組織の職員、および大学などの教育法人に属する教員およびその指導を受ける学生を指す。また、甲


および甲が承知したBIMオブジェクトの提供者もユーザーとする。 


５） サーバーは、ユーザーがインターネットを介して BIMオブジェクトをアクセスできる機能を提供する乙のコ


ンピュータ上の仕組みを指す。 


６） 検索とは、ユーザーがサーバー上でBIMオブジェクトを探す行為を指す。 


 


第二条 委託する業務と確認 


１） 乙は、甲が企図したサーバー上のメニューおよび BIMライブラリーを甲と協議の上で構築する業務、および


BIMオブジェクトのBIMライブラリーへの初期登録業務を、甲から委託され受託する。この際、乙はまず協


議に基づき仕様書を作成するものとする。乙は自身が以前から所有していたサーバー上の機能を基にしてメニ


ューおよびBIMライブラリーを構築することもできるが、甲にその範囲と内容を事前に伝えるものし、仕様


書にも明示するものとする。 


２） 乙は、構築されたメニューおよび BIMライブラリーを甲およびユーザーが使用できる環境を契約期間の間、


維持する業務を甲から委託され受託する。この期間中に BIM オブジェクトを BIM ライブラリーに登録また


は変更する業務は、原則として甲またはユーザーが行うものとする。 


３） 甲は委託期間の間に、BIMライブラリーの維持に必要なソフトを乙に提供することがある。この場合、乙はサ


ーバー上でそのソフトをユーザーが使用できる機能を設定するものとする。 


４） 乙は第二項の業務期間中に、ユーザーの BIMライブラリーの検索の際に、乙のサーバー上のメニューを経由


してユーザーのアクセスがBIMオブジェクトを提供する会社のサイトへ及ぶ事がある事、およびそのための


機能を初期構築の際に付加する事を承諾するものとする。 


５） 万一、契約が解除された場合には、乙は甲に対して、６０日以内に仕様書およびBIMライブラリーおよびメ


ニューのバックアップを甲が読み取れる形式で渡すものとする。 


６） 乙は、甲から委託された業務を第三者に再委託してはならない。 


 


第三条 報酬 
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１） 甲は乙に対し、初期の環境構築費用として、〇〇〇万円を完了時までに契約時と業務完了時の２回に分けて支


払うものとする。甲は、乙から業務が完了した旨の連絡を受けた後、メニューおよび BIMライブラリーが甲


の企図した通りに構築されたか確認するものとする。 


２） 甲は、乙に対し、BIMライブラリーサーバーの維持管理費用として、年〇〇〇万円を毎年、双方で合意した月


の月末までに支払うものとする。 


３） BIMライブラリーサーバー内のBIMライブラリー容量が当初予定した容量を大きく超えた際は、甲乙は協議


の上で前項の費用を見直すものとする。 


 


第四条 管理者 


乙は、甲の委託した第二条の業務を実行するにあたり、業務の管理者を決め、甲に知らせるもととする。管理者


は甲からの問い合わせ、および業務遂行上の問題確認とその解決に責任を持ってあたることとする。 


 


第五条 ユーザー 


１） 甲は、乙に対し新規ユーザーに関する情報を適宜、知らせるものとし、乙はそのユーザーが BIMライブラリ


ーをアクセスできる様に計らうものとする。 


２） BIM ライブラリーに関するユーザーの権利は、甲が提供する情報に基づき乙は以下のどれかに設定するもの


とする。 


イ）BIMライブラリー上のすべてのオブジェクトの検索と読み取り 


ロ）BIMライブラリー上のすべてのオブジェクトの検索と読み取り、更新、書き込み 


ハ）自身の提供するBIMオブジェクトに対する検索と読み取り、更新、書き込み、または提供した以外のBIM


オブジェクトの検索と読み取り 
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第六条 アクセスの監視 


１） 乙は、BIM オブジェクトに対するアクセス情報を収集し、〇ヶ月毎に甲に指定された形式のレポートデータ


として知らせるものとする。 


２） 乙は、BIMオブジェクトに対し、ユーザーが不正に更新または書き込みをした場合、または不明なユーザーが


BIM ライブラリーにアクセスした場合は、速やかにその事実を甲に知らせると共に、そのユーザーのアクセ


スを拒否するなど適切な措置をとるものとする。 


 


第七条 知的所有権の所在 


１） 乙は、BIM オブジェクトには甲または別の作者の著作権を含む知的財産権がある事を承知し、その保護に努


めるものとする。また、乙はBIMオブジェクトに対する権利を主張しない。 


２） 乙は、BIM ライブラリーをアクセスするために作成したメニューおよび機能に対し、甲および乙の知的財産


権がある事を承知するものとする。ただし、乙が甲との契約前から所有していた機能に関しては、その範囲と


内容を甲に明示し、甲の権利が制限される可能性がある事を知らせるものとする。 


 


第八条 免責 


甲および乙はBIMライブラリーおよびBIMオブジェクトの瑕疵に起因して、ユーザーが損害を受けたとしても


責任を負わない。甲は、ユーザーと結ぶ規約にこの免責事項を明示するものとする。 


 


第九条 サーバーのダウン対策 


１） 乙は、BIMライブラリーのサーバーが機能不全になる場合に備え、BIMライブラリーおよびメニューのバッ


クアップを適宜取るものとする。 


２） 通常の運用時に万一、BIM ライブラリーのサーバーがダウンした場合は、速やかに甲にその事実を知らせる


と共に、早急な復旧に努めるものとする。 


３） 地震、天災などやむを得ない事情により、サーバーがダウンした場合は、早期復旧に向け甲と乙は相談して対


応するものとする。 


 


第十条 契約の解除 


１） 甲または乙は以下の事由に基づき本契約を解除できるものとする。 


イ）甲がBIMライブラリー提供の運営を断念し、その承継者が見つからない場合。 


ロ）甲および乙が、本契約の続行が不可能と認める契約違反など相当の事由がある場合。 


２） 契約解除が年度途中である場合、維持管理委託費用を月割りした残額を甲乙双方で相談の上、解約金または違


約金を含んで精算するものとする。 


第十一条 データの消去 


前条に基づき契約を解除した場合、乙は、第二条３項の作業をした後、責任を持ってBIMライブラリーからBIM


オブジェクトを消去する義務を負い、甲はその実施結果を確認するものとする。 


 


第十二条 守秘義務 


甲および乙は、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た相手方の業務上の秘密を、本契約の有効期間および契


約解除後も第三者に漏らし、または利用してはならない。 


 


第十三条 期間 
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本契約の有効期間は締結日より三年間とする。ただし、当該期間満了日の一ヶ月前までに相手方に対し書面によ


る通知が無い場合は、同一内容をもって期間を一年間延長するものとし、以降も同様とする。 


 


第十四条 協議 


本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意をもって協議し、その問題を


解決する者とする。 


 


第十五条（裁判管轄）  


本契約に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 


 


以上 
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基本規約事項（案） 


 


一般財団法人BIMライブラリー協議会（仮称）（以下、当法人という）が提供するBIMライブラリーWebサイ


ト（以下、当Webサイトという）を利用する企業、団体、教育機関等（以下、Webサイト利用者という）は、当


Webサイトを利用する前に以下の基本規約事項（以下、本事項という）等を守ることとする。 


 


第一条 定義 


１） 「BIMオブジェクト」とは、BIMライブラリーコンソーシアムの定める標準仕様に準拠して作成された形状


および属性で構成され、建築設計、積算、施工、運用、維持管理に対応したデータを表し、建築向け製品の製


造会社もしくは BIM ソフトウェアのベンダーから提供されるもの、または BIM ライブラリーコンソーシア


ムで計画され作成されたものをいう。 


２） 「BIMライブラリー」とは、BIMオブジェクトが集まったものをいう。 


３） 「属性データ」とは、寸法、重量、機能、性能、仕様、取扱説明書等の各種情報を指す。 


４） 「知的財産権」とは、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係する権利を含むもの


とする。本事項ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。 


５） 「ユーザー」とはWebサイト利用者及びWebサイト利用者を介してBIMオブジェクトを利用する全ての者


を指す。 


 


第二条 アカウント 


１） 当 Web サイトの利用を希望する者は、当法人に所定の事項を登録して ID 及びパスワードの組み合わせ（以


下、アカウントという）の発行を申請する。当法人は、申請者から入手した登録情報を基にアカウントの発行


を完了した時点で、当Webサイトの使用許諾とする。 


２） Web サイト利用者は当法人より発行されたアカウントを Web サイト利用者が決めた責任者の管理下におき、


アカウントが不正使用されないよう適切な処理をする。 


３） Web サイト利用者はアカウントを使い、BIM ライブラリーにアクセスし、必要な BIM オブジェクトをダウ


ンロードできる。 


４） Webサイト利用者は、BIMライブラリーを利用しなくなる際には早急にアカウントの利用停止を当法人に知


らせるものとする。当法人はこの申し出により、当該アカウントを削除する。 


５） 当法人は、Webサイト利用者が９条に定める禁止事項に該当した場合、当該アカウントに対するアクセス制限


またはアカウント削除等、必要な措置を講じるものとする。 


  







BIMライブラリーコンソーシアム平成 29年度活動報告 抜粋 


 


P109 


 


第三条 利用の範囲 


１） Web サイト利用者は、BIM ライブラリーから必要な BIM オブジェクトをダウンロードし、自身が作成する


建築プロジェクト等で使用することができる。 


２） Web サイト利用者は自身以外のユーザーに本規約を周知し、本規約に同意したユーザーは、Web サイト利用


者がダウンロードしたBIMオブジェクトを使用することができる。 


第四条 利用状況の開示 


Webサイト利用者は、当Webサイトの利用状況をオブジェクト提供者に開示することに同意する。 


第五条 守秘義務 


当法人、オブジェクト提供者およびユーザーは、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た相手方の業務上の秘


密を、本事項の有効期間および本事項解除後も第三者に漏らし、または利用してはならない。 


第六条 Webサイトの定期点検 


当法人は、Webサイト利用者が当Webサイトを継続的に利用できるため、当Webサイトの一時停止による定期


点検を行うものとする。定期点検を行う際には、事前にWebサイト利用者に周知するものとする。 


第七条 知的所有権の所在 


ユーザーは、BIMオブジェクトには著作権を含む知的財産権が当法人またはデータ提供者にあることを承知の上


で利用するものとする。 


第八条 不具合データの修正・更新 


ユーザーおよびオブジェクト提供者は、BIMライブラリーのBIMオブジェクトの内容に不具合を見つけた際に


は、その事実を本法人にすみやかに知らせるものとする。 


第九条 禁止事項 


当法人は、ユーザーがBIMライブラリーの使用に際して以下の行為を行うことを禁止する。 


イ)知的財産権の侵害行為 


ロ)当WebサイトからダウンロードしたBIMオブジェクトを、当法人の許可無く不特定多数に配布する行為ハ)


当Webサイトに対し、故意に不正なデータ、虚偽情報及び不正なプログラムを書き込行為 


ニ)当法人、Webサイト利用者及びBIMオブジェクト提供者を誹謗中傷する行為 


ホ)法律、条例などに反する行為 


ヘ)その他、公序良俗に反する行為  
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第十条 免責 


１） 当法人は、当Webサイトやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事由でBIMライブラリー


をWeb利用者が使用できなくなった場合、これに起因してユーザーが被った被害に対し責任を負わない。 


２） BIMライブラリー内のBIMオブジェクトに不具合があった場合も、当法人及びオブジェクト提供者はユーザ


ーに対し責任を負わない。 


第十一条 個人情報 


当法人、オブジェクト提供者、ユーザー及びWebサイト事業者は、当Webサイト利用に関連して相手方から入


手した個人情報（個人情報保護法2条1項に定められたものをいう。以下、「個人情報」という）について、当Web


サイト利用の目的の範囲で取り扱うものとし、その他の目的には使用しない。 


第十二条 規約の変更 


当法人は、必要に応じ本事項の修正を行うことができる。その修正の事実をユーザーおよびオブジェクト提供者


および当サイト事業者に知らせるものとする。 


第十三条 損害賠償 


ユーザーが BIM ライブラリーの使用に際し、当法人に被害を与えたことが明らかな場合は、その損害を賠償す


るものとする。 


第十四条 規約の解除 


当法人またはオブジェクト提供者は以下の事由に基づき本事項を解除できるものとする。 


イ)当法人がBIMライブラリー提供の運営を断念し、その承継者が見つからない場合 


ロ)当法人およびオブジェクト提供者が、本事項の続行が不可能と認め、本事項違反など相当の事由がある場合 


第十五条 データの消去 


前条に基づき本事項を解除した場合、本法人は本Webサイト上のBIMライブラリーからオブジェクト提供者の


BIMオブジェクトを消去することとする。 


第十六条 裁判管轄 


本事項に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 


 


 


 


 


 








基本規約事項 全体の対応表


データ or データー 「データ」に統一する。


当法人 or 本法人 「当法人」に統一する。


BIM（半角）or ＢＩＭ（全角） 半角に統一する。


共通項目


「登録申込時の合意事項（サイト規約）」と「基本規


約＋個別契約」に分離する。


1条6～7、4条、9条、10条2、11条2、18条を削除


要協議


甲乙は使用しない。


具体的な名前・組織名を記述する。


BIMライブラリー協議会（仮称）／Webサイト利用者／ユーザー


オブジェクト提供者／Webサイト運営者


基本規約事項 条項毎の対応表
条 項 基本規約事項(案）（180319部会時点） 指摘・意見（180319部会） 事務局回答（180319,180412,180419) 事務局修正案（180426WG）


頭書き 乙の定義として、「利用する企業、団体、教育機関」


が記述されているが、そのほかにオブジェクト提供


者、Webサイト事業者など明記するか、あるいは関係


者という言葉にするのか要検討事項である。


社団→財団


甲乙は使用しない。「乙」は「Webサイト利用者等」


とする。


一般財団法人BIMライブラリー協議会（仮称）（以下、当法人という）が提供するBIMライ


ブラリーWebサイト（以下、当Webサイトという）を利用する企業、団体、教育機関等（以


下、Webサイト利用者という）は、当Webサイトを利用する前に以下の基本規約事項（以


下、本事項という）等を守ることとする。


言葉の定義と活動の定義とライブラリーの機能の定義


が混在している。


「BIMオブジェクト提供者」を加えるかどうか。


言葉の定義のみとする。 １．定義


１） 「BIMオブジェクト」とは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部


位（窓、ドア、照明器など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）を表し建築向け製品の


製造会社またはBIMソフトウェアのベンダーから提供されるもの、BIMライブラリーコン


ソーシアムで計画され作成されたものをいう。


「または」「もしくは」の表記を正しく BIM関連のソフトウェアで用いられることに限定しな


い


ユーザー製も定義する（4/19）


「BIMオブジェクト」とは、BIMライブラリーコンソーシアムの定める標準仕様に準拠して


作成された形状および属性で構成され、建築設計、積算、施工、運用、維持管理に対応した


データを表し、建築向け製品の製造会社もしくはBIMソフトウェアのベンダーから提供され


るもの、またはBIMライブラリーコンソーシアムで計画され作成されたものをいう。


２） 「BIMオブジェクトライブラリー」とは、ＢＩＭオブジェクトが集まったものをいう。 ＢＩＭ→BIM 「BIMオブジェクトライブラリー」の定義→「BIMラ


イブラリー」の定義


「BIMライブラリー」とは、BIMオブジェクトが集まったものをいう。


３） 「BIMデータ」とは、BIM関連のソフトウェアで作られるデータである。一般にBIMオブ


ジェクトを含んでいる。


「一般に～」という言葉だと、含んでいる物と含んで


いない物両方を意味するようにとれる。両者で取り扱


いが異るならば、定義を2つに分けなければいけな


い。


「BIMデータ」は以降「BIMオブジェクトを内包した


データ」と表記し、ここで定義しない。


「BIMデータ＝属性データ」と混同されやすいため、


「属性データ」を新規に定義する。


「属性データ」とは、寸法、重量、機能、性能、仕様、取扱説明書等の各種情報を指す。


４） 「知的財産権」とは、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係す


る権利を含むものとする。本事項ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。


「知的財産権」とは、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係す


る権利を含むものとする。本事項ではBIMオブジェクトに関する知的財産権を扱う。


５） 「ユーザー」とは、当法人の使用許諾を受け、当法人の提供するBIMライブラリー（以下、


ＢＩＭライブラリーという）を使用する乙の職員または乙の職域内にいるBIM業務支援の協


力会社等関係者を指す。


ＢＩＭ→BIM 簡単かつ包括的表現にする（4/19） 「ユーザー」とはWebサイト利用者及びWebサイト利用者を介してBIMオブジェクトを利用


する全ての者を指す。


６） 「当Webサイト」とは、ユーザーがインターネットを介してBIMオブジェクトをアクセスで


きる機能を提供する乙のコンピュータ上の仕組みを指し、ＢＩＭオブジェクトライブラリー


を掲載するサイトを指す。


ＢＩＭ→BIM 定義する必要性はあるか？


頭書きに記載


条項削除


７） 「検索」とは、ユーザーが当Webサイト上でBIMオブジェクトを探す行為を指す。 定義する必要性はあるか？ 条項削除


全体


甲乙・対象者の整理


2020年4月の民法改正により＜定型約款＞という条項が施行される。


不特定の人（相手）に行う取引。不公平なものはすべて無効になる。


共通項目


表記ゆれ


それぞれの項目（１～１９）が、共通項目として選んでよいのかを引き続き検討する。


（Webサイト事業者のみが行う事柄、例えばデータ消去、アクセス監視、データバックアップなど）


言葉の矛盾がないかも調べる。


一般社団法人BIMライブラリー協議会（仮称）（以下、当法人という）が提供するBIMライブラ


リーWebサイト（以下、当Webサイトという）を利用する企業、団体、教育機関（以下、乙とい


う）は、当Webサイトを利用する前に以下の基本規約事項（以下、本事項という）等を守ることと


する。


定義１．


資料 運12-6







条 項 基本規約事項(案）（180319部会時点） 指摘・意見（180319部会） 事務局回答（180319,180412,180419) 事務局修正案（180426WG）


２．アカウント


１） 当法人が提供する当Webサイトの利用開始にあたり、乙は当法人に所定の事項を届けた上


で、IDとパスワード（以下、アカウントという）発行申請をする。当法人は、乙から入手し


た情報を基に当法人への申込を承諾して、アカウント発行を完了した時点で、当Webサイト


の使用許諾とする。


最終的には登録手続きの実態と一致させる。 当Webサイトの利用を希望する者は、当法人に所定の事項を登録してID及びパスワードの組


み合わせ（以下、アカウントという）の発行を申請する。当法人は、申請者から入手した登


録情報を基にアカウントの発行を完了した時点で、当Webサイトの使用許諾とする。


２） 乙は当法人より発行されたアカウントを乙が決めた責任者の管理下におき、アカウントが不


正使用されないようにする義務を負う。


「～ようにする義務を負う。」⇒「～よう適切な処理


をする。」


Webサイト利用者は当法人より発行されたアカウントをWebサイト利用者が決めた責任者の


管理下におき、アカウントが不正使用されないよう適切な処理をする。


３） アカウントを使い、ユーザーはBIMライブラリーにアクセスし、必要なBIMオブジェクトを


ダウンロードできる。


Webサイト利用者はアカウントを使い、BIMライブラリーにアクセスし、必要なBIMオブ


ジェクトをダウンロードできる。


４） 乙が、BIMライブラリーを利用しなくなる際には、早急にアカウントの利用停止を当法人に


知らせるものとする。当法人はこの申し出により、当該アカウントを削除する。


Webサイト利用者は、BIMライブラリーを利用しなくなる際には早急にアカウントの利用停


止を当法人に知らせるものとする。当法人はこの申し出により、当該アカウントを削除す


る。


５） アクセス制限、アカウント削除を追加 当法人は、Webサイト利用者が９条に定める禁止事項に該当した場合、当該アカウントに対


するアクセス制限またはアカウント削除等、必要な措置を講じるものとする。


３．利用の範囲


１） ユーザーは、BIMライブラリーから必要なBIMオブジェクトをダウンロードし、自身が作成


する建築プロジェクト等で使用することができる。


１）「～使用することができる。」と ２）「～コ


ピーすることができる。」、両者の関係を明らかにす


る事。


Webサイト利用者は、BIMライブラリーから必要なBIMオブジェクトをダウンロードし、自


身が作成する建築プロジェクト等で使用することができる。


２） ユーザーはダウンロードしたBIMオブジェクトを自身の業務に必要な範囲に限り、コピーす


ることができる。


「Webサイト利用者はユーザーに～」→「Webサイト


利用者は自身以外のユーザーに～」(4/19)


コピー制限は現実的には不可能か。 Webサイト利用者は自身以外のユーザーに本規約を周知し、本規約に同意したユーザーは、


Webサイト利用者がダウンロードしたBIMオブジェクトを使用することができる。


条項削除


１） ＢＩＭオブジェクト提供者（以下、オブジェクト提供者という）は、オブジェクト提供者の


作成したBIMオブジェクトを、当Webサイトを介してユーザーが使用する事を認めるものと


する。


ＢＩＭ→BIM


「～ユーザーが使用する事を」は「３．利用の範囲」


での使用という事ですか？


BIMオブジェクト提供者との個別契約事項とする。 条項削除


２） オブジェクト提供者は、ユーザーが自身の受注した業務のためにオブジェクト提供者のBIM


オブジェクトが含まれるBIMデータを作成し、当該受注業務に関係する建築主、施工会社、


施設管理会社等に渡す可能性があることを承知するものとする。


BIMオブジェクト提供者との個別契約事項とする。 条項削除


３） オブジェクト提供者は、当法人がオブジェクト提供者から提供を受けたBIMオブジェクトを


オブジェクト提供者の所有していないソフトウェアでも使用できる様にファイル変換して、


新しいBIMオブジェクトを作成することがあることを認めるものとする。


BIMオブジェクト提供者との個別契約事項とする。 条項削除


検索履歴に限らないようにする ４．利用状況の開示


「利用状況」は個別契約で別途定義が必要（4/19） 定期の明記は不要では。


利用者の同意項目にすべきでは。


個人情報への配慮を記載→個別契約とする（4/19)


Webサイト利用者は、当Webサイトの利用状況をオブジェクト提供者に開示することに同意


する。


6，7を末尾の条項に移動したい。 １４．規約の解除


当法人またはオブジェクト提供者は以下の事由に基づき本事項を解除できるものとする。


イ） 当法人がBIMライブラリー提供の運営を断念し、その承継者が見つからない場合 当法人がBIMライブラリー提供の運営を断念し、その承継者が見つからない場合


ロ） 当法人およびオブジェクト提供者が、本事項の続行が不可能と認め、本事項違反など相当の


事由がある場合


当法人およびオブジェクト提供者が、本事項の続行が不可能と認め、本事項違反など相当の


事由がある場合


データー→データ 6，7を末尾の条項に移動したい。 １５．データの消去


Webサイト事業者のみが行う事柄では？


本法人→当法人 本Webサイト→当Webサイト


利用者の同意項目にすべきでは？ 前条に基づき本事項を解除した場合、本法人は本Webサイト上のBIMライブラリーからオブ


ジェクト提供者のBIMオブジェクトを消去することとする。


5．守秘義務


本法人→当法人 当法人、オブジェクト提供者およびユーザーは、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た


相手方の業務上の秘密を、本事項の有効期間および本事項解除後も第三者に漏らし、または


利用してはならない。


条項削除


１）  当Webサイトのサイト事業者（以下当サイト事業者という）は、BIMオブジェクトに対する


アクセス情報を収集し、定期的に本法人に指定された形式のレポートデータとして知らせる


ものとする。


Webサイト事業者のみが行う事柄では？


本法人→当法人


Webサイト事業者との個別契約事項とする。 条項削除


２）  当サイト事業者は、BIMオブジェクトに対し、ユーザーが不正に更新または書き込みをした


場合、または不明なユーザーがBIMライブラリーにアクセスした場合は、速やかにその事実


を本法人に知らせると共に、そのユーザーのアクセスを拒否するなど適切な措置をとるもの


とする。


「不明なユーザー」 の定義が曖昧


「不正に更新」 不正の概念が不明


本法人→当法人


Webサイト事業者との個別契約事項とする。 条項削除


４． 使用許諾


５． 検索履歴


当法人は、オブジェクト提供者からBIMオブジェクトの提供を受けた後は、定期的にオブジェクト


提供者の提供するBIMオブジェクトに対する検索履歴などのレポートをオブジェクト提供者に提供


するものとする。


６． 規約の解除


当法人またはオブジェクト提供者は以下の事由に基づき本事項を解除できるものとする。


７． データーの消去


前条に基づき本事項を解除した場合、本法人は本Webサイト上のBIMライブラリーからオブジェク


ト提供者のBIMオブジェクトを消去することとする。


８． 守秘義務


本法人および乙およびオブジェクト提供者は、BIMオブジェクトの提供に関して知り得た相手方の


業務上の秘密を、本事項の有効期間および本事項解除後も第三者に漏らし、または利用してはなら


ない。


９． アクセスの監視


３． 利用の範囲


２． アカウント







条 項 基本規約事項(案）（180319部会時点） 指摘・意見（180319部会） 事務局回答（180319,180412,180419) 事務局修正案（180426WG）


6．Webサイトの定期点検＿＿＿


１） 本法人は、ユーザーが当Webサイトを継続的に利用できるため、当Webサイトの一時停止に


よる定期点検を行うものとする。その定期点検を行うときには、事前にユーザーに知らせる


ものとする。


本法人→当法人 当法人は、Webサイト利用者が当Webサイトを継続的に利用できるため、当Webサイトの一


時停止による定期点検を行うものとする。定期点検を行う際には、事前にWebサイト利用者


に周知するものとする。


２） 当サイト事業者は、Webサイトが機能不全になる場合に備え、BIMライブラリーおよびメ


ニューのバックアップを適宜取るものとする。バックアップには追加分のバックアップを含


むものとするが、少なくとも一年に一回は全部のバックアップを取るものとする。


Webサイト事業者のみが行う事柄では？


Webサイト→当Webサイト


Webサイト事業者との個別契約事項とする。 条項削除


７．知的所有権の所在


１） ユーザーは、BIMオブジェクトには著作権を含む知的財産権が当法人または原データ提供者


にあることを承知の上で利用するものとする。


ユーザーは、BIMオブジェクトには著作権を含む知的財産権が当法人またはデータ提供者に


あることを承知の上で利用するものとする。


２） ユーザーが、BIMオブジェクトを内包するBIMデータを第三者に提供する際には、BIMオブ


ジェクトの内包事実と知的財産権の所在も合わせて第三者に確実に知らせるものとする。


ユーザーの定義を拡大したため１）に含む 条項削除


８．不具合データの修正・更新


１） ユーザーおよびオブジェクト提供者がBIMライブラリーのBIMオブジェクトの内容に不適切


な部分を見つけた際には、その事実を本法人にすみやかに知らせるものとする。


本法人→当法人 不適切→不具合 ユーザーおよびオブジェクト提供者は、BIMライブラリーのBIMオブジェクトの内容に不具


合を見つけた際には、その事実を本法人にすみやかに知らせるものとする。


９．禁止事項


本法人→当法人 当法人は、ユーザーがBIMライブラリーの使用に際して以下の行為を行うことを禁止する。


イ） データーの無断改変・修正・コピーなど、知的財産権の侵害行為 データー→データ 個別の行為を示さず包括的表現にする 知的財産権の侵害行為


ロ） ダウンロードした複数のBIMオブジェクトを、無断で別途に立ち上げて、Webサイトを介し


て第三者に有償または無償で提供する行為


「立ち上げ」と「提供する」の２つの行為を述べてい


る。


無断・不正の定義付けが必要。


⇒「当法人の許可なく行ってはいけない」


個別の行為を示さず包括的表現にする 当WebサイトからダウンロードしたBIMオブジェクトを、当法人の許可無く不特定多数に配


布する行為


ハ） 当Webサイトに対し、無断で不正なデータ、虚偽情報や不正なプログラムを書き込む行為 当Webサイトに対し、故意に不正なデータ、虚偽情報及び不正なプログラムを書き込む行為


ニ） 当法人または乙を誹謗中傷する行為 当法人、Webサイト利用者及びBIMオブジェクト提供者を誹謗中傷する行為


ホ） 法律、条例などに反する行為 法律、条例などに反する行為


へ） その他、公序良俗に反する行為 その他、公序良俗に反する行為


１０．免責


１） 当法人は、当Webサイトやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事由で


BIMライブラリーを乙が使用できなくなった場合、これに起因して乙が被った被害に対し責


任を負わない。


定型約款に該当？ 要協議 当法人は、当Webサイトやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事由で


BIMライブラリーをWeb利用者が使用できなくなった場合、これに起因してユーザーが被っ


た被害に対し責任を負わない。


２） 乙は、BIMオブジェクトを使用する際に注意を払って使うものとする。万一、BIMオブジェ


クトの内容が不適切であった場合も、当法人は乙および乙からBIMデータの提供を受けた第


三者に対しても、乙は甲に対し責任を問わない。


どういう注意か？


主語が２つあり、関係が不明確である。


甲→当法人


BIMライブラリー内のBIMオブジェクトに不具合があった場合も、当法人及びオブジェクト


提供者はユーザーに対し責任を負わない。


１１．個人情報


当法人、オブジェクト提供者、ユーザー及びWebサイト事業者は、当Webサイト利用に関連


して相手方から入手した個人情報（個人情報保護法2条1項に定められたものをいう。以下、


「個人情報」という）について、当Webサイト利用の目的の範囲で取り扱うものとし、その


他の目的には使用しない。


１２．規約の変更


定型約款に該当？ 要協議 当法人は、必要に応じ本事項の修正を行うことができる。その修正の事実をユーザーおよび


オブジェクト提供者および当サイト事業者に知らせるものとする。


１３．損害賠償


定型約款に該当？ 要協議 ユーザーがBIMライブラリーの使用に際し、当法人に被害を与えたことが明らかな場合は、


その損害を賠償するものとする。


条項削除


本法人→当法人 個別契約事項とする 条項削除


１６．裁判管轄


本事項に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁


判所とする。


１０． Webサイトの定期点検とデータバックアップ


１６． 規約の変更


当法人は、必要に応じ本事項の修正を行うことができる。その修正の事実を乙およびオブジェクト


提供者および当サイト事業者に知らせるものとする。


１１． 知的所有権の所在


１２． 不具合データの修正・更新


１３． 禁止事項


本法人は、ユーザーがBIMライブラリーの使用に際して以下の行為を行うことを禁止する。


１４． 免責


１５． 個人情報


当法人および乙およびオブジェクト提供者および当サイト事業者は、当Webサイト利用に関連して


相手方から入手した個人情報（個人情報保護法2条1項に定められたものをいう。以下、「個人情


報」という）について、当Webサイト利用の目的の範囲で取り扱うものとし、その他の目的には使


用しない。


１９． 裁判管轄


本事項に関し裁判上の紛争が生じたときには、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所と


する。


１７． 損害賠償


乙がBIMライブラリーの使用に際し、当法人に被害を与えたことが明らかな場合は、その損害を賠


償するものとする。


１８． 協議


本事項に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、本法人と乙およびオブジェク


ト提供者および当サイト事業者は誠意をもって協議し、その問題を解決するものとする。








資料 運 12-7 


平成 30年度 BLC運用部会等の開催スケジュール（案）    2018/5/11更新 


年・月 BLC部会の活動、場所 WG等の活動 


平成 30年 


4月 


 


 4/13 内部 WG 


4/19 コア WG 


4/27 内部 WG 


 


5月 


 


5/14(月)15:00-17:00第 12回 運用部会(アルカディア市ヶ谷) 


5/21(月)16:00-17:30 BLC定時総会（TDBホール） 


WG（2回/月） 


以下同 


 


6月 


 


  


 


7月 


 


  


 


8月 


 


  


 


9月 


 


9月 第 13回 運用部会（場所：      ） 


9月下旬 BLC臨時総会（場所：      ） 


 


 


10月 


 


  


 


11月 


 


11月 第 14回 運用部会(場所：      ) 


 


 


 


12月 


 


  


平成 31年 


1月 


 


  


平成 31年 


2月 


 


2月 第 15回 運用部会(場所：      )  


平成 31年 


3月 


 


  


 


※(一財)建築保全センター ：東京都中央区新川 1-24-8 東熱新川ビル 7F 


※(株)CST－GSA 事業部会議室 ：東京都新宿区四谷 1-4 四谷駅前 ビル 3F 


※アルカディア市ヶ谷(私学会館） ：東京都千代田区九段北 4-2-25 





